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北海道に於ける奏類 ιへlレミントスポリウム病"

に闘する研究

(之) 火山友土壌に於ける裾枯病費生につ1ρて

栃内吉彦・千井格生

(北海道犬塾長皐部植物王手書士宮〕

Studies on the Helminthosporioses of cereals in Hokkaido 

(2) On the occurrence of foot rot of cereals 

in voIcanic sandy soil 

By 

Y. TOCH1NA1 and T. U1 
CB6tanical Institute， Fac. Agr. Hokkaido Univ.) 

緒論

ÎiÎj'tiX. l亡於いて ~ft~.うかは北if壬道!て愛生ずる姿知

Helmintho3porium病心"t1Helmintho3tJrium 
sativum P; K. et B.による大変，小宴稚市の

fo:)t-rot Ni'，if'li'fl1j:Ji府つ設生?と及ぼす外界閃 f<;'J影

響ピ闘し有Æ.~干し寄:=tJ)琵官僚f'~D不良な#J~合乞

殻的=が増)JI1ずる:tl1.1:::i選べた(十日一!五~，字)\二 (1932ノ))0克

rc開f:rl;病ゐ分布ば全道()I.]で・あるが3特;1:Helmin-
thostorit仰 teresSACC. "乞よる大萎ま|ヰ琉病とli司じ

く，太子洋沿岸θ火山次地帯或いはi良該地帯に設

生が激しい事を報肯eした(宇:;11:(1948) .io .火山次地

帯の同製油に於ける要作1::見ると，稚}Fi叫に於け

る初Wi病の愛生は顕著でるり，之等地帯!のfifiむな
地力及び施肥の不足がその鼓病:て拍車をこかけてい

る女n くである。之等の1Ji~[J(lについて来二芹r]q;J:岐に
賞験結よ)?;の‘部を抄報したが (1950'，此庭に前報

1't続き河村病並び、にその病原菌に及ぼ、す火山次或

いぽ壌土の影響吃除]して行った賓験の結果者三報;与

する。

H. sativz仰による.f.)111ゼi病食生!てa及段、す土壌

の秒O.f!Il.的性質の彫響については DOSDALL(1923) 

の:各相土壌を使f11して研究乞行っている。氏によ

れば土壌の極類、により護病率ぽ礎化するがその尭

ば僅少であって，むしろ土壊i長度が護病を支配す
る決JJ!.的な要素で・あるとしている。 CHRISTENSEN

(1926)は H.sativumの寄生性!ε闘する研究のヰ1

で、泥炭に犬萎及小萎;乞播翻せる場合，本rliによる
相枯府の激甚で。ある事を観'奈し，之は病原菌が泥

炭中の有機物上で良好な琵百をとし他右寄主椛物

はとの土壊ρ肥料分。不足，或いは不均衡により

縦病し易くたるためであろうと推測している。

McKrNNE't (1923)ぽ土壊保水力と土壊igt度の閥係

について論じて居る。之等研究者。結論として居

る底で共通な期尚，土壊欣態が寄主我一育をと阻害す

るとき寄主植物の抵抗性の低下が起り，激しい裂

病が認められるとし，土壌の物理的性質f主張病[1:

釘し二次的た闘係をと有するに過ぎないであろうと

している。 BROADFOOT及び TAYNER(1938) f~n沙

制裁増せる小宴に於ける fo:)t-rotの殻病ぽ N，P，

K 及び Ca、主主各イオンの減少により増加lし，惑に

之等の過剰ぽ何等殻怖に影響を及ぼさない，即ち

肥料要素全般の減少が H.sαtiVl仰による殻病を

増加せ'しめ，その質的1:;::;N:a;(何等;護病に捷化~~1i:~

えないと結論した。 DOSDALL(1923)ば!l1lI場貰験に

於て肥料の種類或いぽその施興量ぽ此の疾病室芝生

に闘係はないZ拝堂翻察した。筆者等も先に北大農

場内のよk践的府高jと認、められる土換を用いて肥料
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と殻病との|掛係を調在したが一定の傾向を認める

ととぽ出来友かった。

北海道に於ける特殊な火山次土接地帯に於け

る裾i'ilj病多殻に封して，以上研究者4ての土壌物理
性お:5rc二弓主的え主要l玄!で、あると云う結論ぽよ!!して受

賞であるか否か，又肥料安ー素ぽ如何なる闘係を有

するかを11)]かにせんとして本質験を試みた。

材料及び方法

1-JI;Hi¥萎類!日種ぽ春播小宴農林29披，同 35~虎

;及び裸萎丸質問抗である。種子泊者，種子接種法

ぽ前報と同様であり，病原菌の保存培養基ぽ共の

如き車[j.成のものを使用した。本培養基は一般に

Helminthosρorium属菌類の崎養には特に良好で、

その上11:.於ける胞子形成抑圧勢たので之を常Hjし

ている。 i材木培養基の 1!l~機盟、濃度ぽ BROADFOOT

及てjこTAYNER(1938)が H.sativum接種試験に

よHいた砂訓:培養、液と等しく，筆者(;[j;も砂耕培養波

として使用した。

Ca(N03¥ 1 molje 5cc 

KNO:1 // 5 cc 

KH2P04 グ 1 cc 

民19S04 グ 2 cc 

FeCh 痕跡i

Sucrose 20 g 

蒸沼水乞以って全量を H とする。

供試火山次ぽ月寒墓地の底土を札幌郊外司王岸

より採取せるもので，賓!験にはその中1.5"，2mm  

のものを依刑し，又壌土ば北大品製部附属杭物園

内のもので4m.m目の飾を過して億円jした。供Hj¥

壌こ1:中の有効燐f唆，及び、Jm里ぽ風乾土100分中夫

々 0.021及び0.009であり，火山次中のそれ等は

痕跡程度であった。之さE:の土壊を三位20cmの磁製
ポットに充レ常法により殺菌を行い，その表面積

5cm2 に -'1~'1:の割で接種々子を播いた。調査の方

世， 強;病室事算定ば前報に記せる虫nくである。 著

者23;が前[誠に於て月J¥t>，又 CHRISTENSEN(1923)， 

GREANEY & SIMMONDS (1934)或いは SALLANS

(19.'33) ~fJ;-'般に foot-rot 或いは seedling blight 

の護病調布のl際に使用されている播前後一定時期

に抜取った71iの外観のみから抗日病程度を判定ずる

慣m法でVJご，病原菌が地際部去唐より更に内部実
鞘へ侵入して居るj!)(況ぽ全く不明である。殊に火

山次直にあって，訓夜時期に外観+程度の抗日病j{;I(

態を示すものが~'l:の後に到り急:激に症j{;I(の悪化ナ

る例を往々にして認めた。かかる{同体にあっては

外観的病微は著しくないにも係わらや，病原菌は

i架く内部喋e備基部に迄佼入している。依って之を

確認するために内部各葉有ljに於ける護病程度を夫

々調査し，第I或いは第II葉将i設病程度として↑貫

JH法による綜合裂病j{;I(態と直別した。

f占I調奈の標準を異にするため綜合夜病程度より葉

鞘設病程度が高い場合もある。本報に於ては金賞

l験中特に葉鞘殻病程度が著しい場合のみをと表中に

記した。

賓験 1. 火山友及び壌土或いは之等

の混合土壌に於ける裾枯病

護病

第1去に示す如く火山女及び壊ゴニを混合し，

之に 31品種の接種々子を播積し，各々の裾おli病禁

生~調在した。調査ぽ殻芽後 2 週間目に行いその

"J1土壊漁度は保水力の60"'7096(IC保った。混合土
壌の pH及び、容水量[会第1去の如きイi在であり，接

栢試験の結果ぽ第2去の女11くで、あったc

第 1表

土壌浪‘合比

壌土:*~lJ灰 l 容 71<量 pH 

100 O 44.2 5.8 

75 25 41.8 5.8 

50 50 41.1 5.8 

25 75 37.3 6.0 

O 100 3ヲ.5 6.2 

此の結果の内綜合護病紙態~見ると，何れの

IRV租にあっても火山友 100%匝が最高の予掛4s与を

示し，火山友合主(の低下に伴い殻病率は低下する

傾向にあり，壌土 100%匝が最少の愛病歪存在三示し

ている。抗1:病例休敢についても火山坂 100%匝及

び同 75%匝の全{同体が抗日病して居り， 火山次合

まの低下に伴って健全{同体が現われ，壌土 100%

副主健全{同体教が最も多い。護病-Jlk態について見
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唯農林35枕の第III粟1告に於て火山友100%匝が

之に次ぐ匝より抗1¥病伽i体教が少なく，又護病扶態

が軽微で、あるのは第III葉組織が未だ完全に形成

されていなかったためであろう。

栃内・宇井一一北海道に於ける多類“へんミントスポリウム病"に闘する研究

火山友砂耕を用い

た接種試験

費験 II.

?ても，立枯症月たに近い耐を示ナ個体主主ぽ火山友量

の減少につれて少なくなり，逆に軽度のa限病個体

教が増加する。即ち杢般として病原菌の侵入率ぽ

火山次合有率の高い回程多く，且つ侵入後の菌糸

のやfl長も之にf4'い激しくなっている。子葉鞘a:侵

害して更に内部葉鞘基部組織への侵入ぽ，第1，第

II 及び第 III 葉十'f~殻病M7\態に示ナ如く，綜合設病

-!!J¥態に於けると同棋の傾向が著しく認められる。 火山友含有率の増加に伴う裾枯病護病率或い

火山灰及び壌土に於ける裾枯病菌接種試験第2表

春播小室長農林35貌
土壌
混合比
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ぽ激しい抗日病1!I;1休教の一増加!のJ];f!:S!1ι 火山次の物

止11 1fl'~'I:1É.nによるものか，或いはその中の有効肥料

成分依亡のごつのJJJ{[引が考えられる。1f'えって先ボ

ニL壊の物#D.fJ'.]性質をflU-として，土控中の肥料をと

増減して何布Ii耳石琵両日、5[';;:如何に縫化ずるか2と火山1y(

による砂rJt右!i.物について比較検討をこ行った。
経 20cmの磁製ポットに乾燥火山1:1<..2kg 百三

充し， 之に保7JUjV..>60%の前記土民主波及びその

稀料液u主力1¥し貰験IとJidヒ接:fiJ!:-l.t子佐橋和しで
砂利培養乞行った。後:8二後 2~出 ìl \J flにその改約百

調子正した。共の Ij\l茶殻せる水分ぽ干l'宣;~によりね日

議ifr17k1i:::以ってrIlJった。その裂病J/JWe.lまあ3火。
虫nくである。

此の結果を全般的に見ると，蒸~f，{{水匝 Jτ於て

殻病率lま :ltZr~J;jであり崎養液濃度が増加するに従い

殻病率ぽ低下を示す。故5111の似病脱皮を示す{日l休

第3表 火山灰を用 ν ‘た砂耕:l:~;\:養接種試喰

小多農林 35披

t1'f養液:蒸溜水
βR 、 霊童 病 !伏 態

t番穏数 rit がタ 片k 強

% ?五
個体数個体数 -1- + 

E重病率
++ 

O : 100 1種接 l亘 150 145 O 145 日 52 65 23 49.4 
封一R吉区 50 45 43 2 2 O O O 一

25 : 75 
み' 150 147 4 143 38 48 56 32.1 
!/ 日0 49 48 O O O 

ラ0 50 
!/ 145 145 8 137 48 515 30 3 27.3 

: 
!/ 50 48 48 O O O O O 

75 25 " 145 145 5 140 51 62 32 F 27.4 
: 

" 50 49 49 O O O O O 

100 O " 145 145 144 30 53 日2 9 37.2 : 
!/ 50 49 47 2 2 O 。 O 

'1-，多農林 29披

O 100 I接主t種民 130 125 19 116 43 23 18 13 26.7 
: 

l 照嵐 50 48 46 2 2 O O O 

25 75 
グ 135 135 23 112 59 34 10 9 22.3 : 

" ラ0 49 -48 O O O 

‘50 50 " 135 133 29 104 日7 30 9 8 20.5 : 

" 日0 50 50 O O 。 O O 

75 : 25 
グ 13雪 134 35 99 59 26 9 5 17.3 

l グ 50 48 47 。 O O 

100 O " 130 126 日0 79 40 20 9 7 17.1 
: ". 50 47 45 2 2 O 。 O 

手恐妻王丸賞 16~虎

O : 100 1l接濁梅照 田匝L 150 146 3 143 21 46 59 17 39.5 
日0 49 47 2 2 O O O 

25 : 75 
グ 150 141 9 132 39 50 37 6 30.8 

" 日0 49 48 O O O 

50 50 " !日O 140 18 122 35 60 20 7 27.5 
: 

" 50 49 49 O 。 。 O O 

75 25 " 150 149 34 11ラ 51 43 18 3 19.5 
: 

" 50 49 48 O 。 O 

100 O " 150 147 36 111 50 38 21 2 19.7 
: 

" 日0 48 47 O 。 O 一
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主主ぽ蒸溜水匿に於て最も多いが，培養液濃度の増 第 II葉栗身(l1:bミ白色のノj、斑駄が現われた。依って

か1にwって減少する傾向が認められる。殊に悦及 質験IIIにあってぽ此の雨端の匝を除外して賓験

ぴ朴の抗i白病度を示す{肉体童文の意111lflち強度の・限病

f日1休3肢は培芸液濃度の低下にl'ドい著いべ増加を示

している。崎芸液のみで持養せる培養液100%

恒にあっては殻病互容は蒸雨水75%匝と大差た

く，小宴農林35肢に於ては茶出水100%匝につ

いだ。此の固にあってば草丈ぽ他より著しく高

く，葉色も濃く，崎養f各県!にぽ倒伏するに到った。

叉蒸溜水のみを以って砂耕せる匿にあってぽ明ら

かな肥料依亡mUtk{e示し， 裸萎にあってぽ第 1，

~行った。

責験 III. 石英砂々耕を用

いた接種試験

寅験IIに於ける結果を，更に火山次そのもの

の影響をと除外するために，石英砂による砂耕を行

った。その方法ぽ賓験IIに於けると同様である。

その結果ぽ第 4去に示す如くである。

貫験IIに於ける結果と同様，培養液濃度の低

第4表 石英砂々耕を用いた接種試験

小多農林 35披

培養液:蒸溜水

機種理主 至宝芽扱 健全

% % 個体重主

I J接調種阪 I25 : 75 60 60 O 
I t~ ~百凪 30 30 30 

50 : 50 
J グ 60 60 。
グ 30 30 30 

75 25 
グ 60 60 。

: 
'1 30 30 30 

一←一一一

小多農林 29披

， 
l接種区 60 60 4 

25 : 75 
主連 ~í\ 匝 30 30 30 

50 50 
1/ 60 60 日

: . 1/ 30 30 30 

75 25 
1/ 60 60 う

: 
グ 30 30 30 

疎多丸質 16~涜

25 75 
1接極 1，豆 60 60 2 

: l濁照 l~[ 30 30 30 

50 50 
グ 60 60 3 

: 
'1 30 30 30 

75 25 
1/ 60 60 3 

: 
グ 30 30 30 

下に伴う殻病率の増大と激しい抗H病1rn]f本教の増加l

が認められる。而して此のtJ¥Jの差異並び、[1::傾向ぽ

前賢験よりも9iK顕著で・ある。
以上貰験 I~1IIの結果より見て，寅験 I に於

て認められた火山友量増}J!1['Ll'ドう H.sativum に

よる抑制古病士宮力11の原因の一つぽ，火山次の哨力11に

綜 A 日 霊童 病 扶 態

霊童 病 喜重 病 欣 態

個体数
滋病率

土 十 ++ 持+

60 O 16 12 32 71.3 
O O 。 。 O 

60 。 19 32 9 51.1 。 。 。 O O 

60 。 39 21 O 37 
O O O O O 

55 12 44 O O 24 
O O 。 O O 

55 17 38 O O 21.8 
O 。 O O O 

55 37 18 O 。 152 
O O O O 。

58 2 19 30 7 46.5 
O 。 O O O 

57 40 ラ 2 32.3 
O O O O O 

57 22 31 4 O 22.5 
O 。 O 。 O 

伴う有効肥料成分の減少が闘聯して居るものと推

察される。

費験 IV. 覆土の種類を異

にした接種試験

以上の賞験に於て土壌中の肥料要素の扶亡が
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相i1!i病護生に大きな原因となるま:を暗示する寅験

結果を得たが，火山茨の物理的存iifZも，寄主，寄

生mi或いぽ此の雨者間の寄生関係にも影響乞及ぽ
している:];fnま世然考慮せねばならや，ある場合に

ぽ之俸が肥料より大なる殻病嬰!主!となっている事

も考えられる底である。此の駄について弐の如き

寅験を試みた。ポットに殺菌せる火山次を充し，

その表面に H.sativum ~と接種せる委知種子を置

き，その上を再び殺菌壌土で、覆土した。又別の匝

は底土に壌土色置き覆土を火山決とした。而して

前質験と同じ僚件で'*if~市の殻病J状態を検しその

結果をと第 5 去は示した。但しfjU7式U'~土 15:'13~nj前 2

週間の間毎日諮問水を以って繰返し有効肥料成分

の流去を試み，それの合量が約40-50%に低下せ

るものを伎町した。

之等の結果よタ見ると火山友/壊ニi:_(底土を

小喜多農林 35~虎

第5表 覆土の種類を異にせる場合の接種試験

綜合後病状態

覆土:底土 橋種駿殻芽数健全設病 議病状 f返

I -L I ，~ I 溌病主義
個体数個体験 土 | + |廿 | 僻

火山灰・壌土 n安種区 95 87 15. 72 24 29 
!割問 ¥;r，_I 45 45 43 2 2 0 0 0 ー

壌土・火山灰 J グ 95 I 85 23 I 62 24 I 33 5 0 174 
l グ 50 I 50 I 44 I 1 I 1 I 0 i 0 ~ 0 恥ー

小多農林 29f))~ 

火山灰:壌土

壌土:火山灰

諜多丸資 lo~虎

10 

6.6 

2
o
l
L
 

2
4
3
4
一

5
5
2
5
-

土

師

一

ι

1
一

灰

土

一

火

壌

一 9.7 

分母に，覆土を分子(IC現わず)I土壌土/火山次匝

より殻病は大である。即ち所謂 footの部分に火

山次が存在するとき，荷村I病護生ぽその部分が壊

j ‘であるときよりも1ß~ しい事が認められる。又逆

に根部に吸牧される可き肥料の乏しく日.つ寅験

Iに於て最も激しい殻病をと示した火山友が存在し

ても， footの部分が接土で・あるときば棉枯病の琵

生ぽ減少する。即ち病原菌が寄主体中に侵入ずる

部分に火山歩〈が存在ずる時ぽ，壌土よりも遥かに

護病を促進している，換言すれば火山友の物理性

が肥料依亡と同様に病害愛生を促進して居るので

tまないかと考えられる。

136 

費験 V.

火山次の虫nき有機物1'1:乏しい土壌にあって之

1'1: C 源としてil!?慣を添加せ司る場合，土壌中の車i糸

の護育が著しく締になる:m.ぽ後に記する賓験VI

より認められた。而して土壌中の~Î糸の生育室:の

多い際に絹~-Iri病変病は如何なる影響が興.えられる

か佐知らんとして火山次或いは壊土の各覆土に 2

%照明溶液;y-土壌乾草'7)20%注加lL.たものにつ

いて相枯病の護病'{e上ヒ較した。制限匿としては同

一量の蒸溜水乞i躍注したものをと以って之にるでた。

賓験の結果ぽ第6去に示ナ。
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此の結果を見るとn日明溶液を覆土に主i'.Jmせる
ものにあってぽ， イ作何h吋Jれの fAl

?首i日l:.に殻荊病企主率李lぽ主高〈し， J'I且aつi激肱しい殻病;欣り伏t態右をと示す{引例[1同l川4 
休が多く認められ7たこ。此の間の主r:t火山次恒にあ
っては顕著で、あるが，壊土匝にあっては!その主ぽ

顕著で、ない。更に各菜干!ii内部の哉書'iMk態巴見ると，
各品種共火山次匝にあって内部禁制迄~iの位入し

て居る個体数ぽ壌土匝よりも遥かに多く，照明注

加によりかかるjR，l体教の増加も認められる。即ち

火山次中に添加せる照明ぽ菌の殻育乞促して寄主

植物中への位入を旺勢ならしめ，且つ火山次の肥

料要素の昧亡は恐くは寄主抵抗性の低下をもたら

して裾仙病の護病を増加せしめるのであろう。

小結

以上接種試験の結果に於て，質験Iに於ける

火山友合有率の士官JJI1にwう裾布Ii病琵病率増加!の原
因として之等土壊のpH，通気71k況或いは伐と水力

等の物理的要素，或いは之噌;構成土壌中に於ける

肥料要素，又菌の利用し得る弘被物の多寡笥;の化

皐的要素が考えられる。

H. sαtivumによる萎類*lt苗初Hi1i病に封し土
壌 pHが彰響を興えるととfi"Schaffnit等 (1922)

CHRISTENSEN (1922)主主により報告されて居仇又

土壌酸度を石次施興により矯正した際の護病増

加ぽ高橋 (1945)により強調されている。又土壌保

水力に封ずる合有i品度がも1tHili病殻生に著しい要因

とな9 ているととI':tMcKINNEY (1923¥ DOSDALL 

(1923)， CHRIおSTENSEN(日19偲26助)主等宇により指t菰摘話向jされて

居るととろでで、ある。之う等5物1理理P旦.的要素をi同司 ‘として

肥料要来のみをf控霊

砂f耕井培養.を乞火山1次1(乙吉乞と以つて行い， 之に於ける栴枯

病護生乞検討せるととろ，培養液濃度が一定量以

下に低でするに伴ぃ護病の著しく増加する傾向をと

認める事が出来た3貰験IIIに於て火山友の影響!::

除くため右英砂を以って前寅験と同様。砂耕tr::行

った結果も同椋に培義液j毘皮の低いものに護持の

増加を認めた。之より見て寅験Iに於ける火山次，

壊土混合土壌に於て，火山次匝或ぽ火山次合長の

多い匝に何ii1j病が激しい原悶の一つは，壌土中の

肥料要素が火山次により稀稗された事も一つの原

悶とたってm- る~}fーが推定される。

粘土と砂が各極的容の後1f誌に多大の影響をw
える ~iT例については j心鈴~の Phyloρhthora in-

festωlS [亡霊Iする感受性に闘して JONES，GIDDINGS 

& LUTAMAN (1912)白が， 又大斐弘主!J:~t~{の *1げJi感染

について FARIS (1917)が石英砂と一般壌土とに

ついてそれぞれ比岐を行い，何れも砂;或いはそ[英

砂が寄主感受性!::低下せしめる事を報告・してい

る(FISCH.ER& GλUMAN (1929) より~I f1j)。又

CHRISTENSEN (1923)ぽ H.sativum による裾枯

病ぽ泥炭土壊に多い~iT-を寅験し，その原因ぽl~îが

泥茨を柴養源として利JI1し，之の上に良好な生育

をTるからであろうと述べている。賓!験IVの結

果から )H.sativumぽ覆土が殺菌火山友土壌の時

ぽ，壌土の場合よりも妻美JifltNiL乞封し激しい護病

を惹起することが認められる。而して照明溶液を

火山次に添加lした得に認められる殻病の増力nぽ菌
に封ずる柴養として照明が作用している事を示す

ものであろう。即ち火山次中吃於ける閣の殻育に

有利な有機物，子E:くほ決素源の快亡ぼ初出li病の殻

病吉三抑{I日lするにしても ， vとし℃琵病を日~J 長ずるも

のでぽない。

火山友の物I:m的性質，殊巴活気の良好ーな賄は，
種子に附着している胞子3 或いは種子組織に侵入

している菌糸が種子・渡芽¥1:1*い護育左始め，之が

子葉ffi或いぽ subcrowninternode苛;の去厨より

位入ずる迄の1I司，菌に封して有利に作用する事ぽ，

寅験I!乞於ける火山友土或いlぽ火山友合有の多い

直に於て抗i\病1llil体数の多い~fからもうかがわれ，

質験IV或いぽ寅験Vの結果も之をと支持して居る。

即ち以!との女nき殺菌土壌乞nJいて行った接種賓験

にあって，火山1j(土壌に於ける相枯病弦病の激甚

な原因ぽ， 1JIêt:.点火山右足の肥料要素の~1と亡が要類の

裾布li病に封ずる抵抗性左低下せしめ，更に火山茨

の物1'111的性質が病原菌11:{'1ofl1してその前動乞促し

児trc寄主中へD位入tr::主主か日‘つ旺勢にせしめるも

のと説明し符・るであろう。之です;ρ府151在、jlD愛育とを

土壌との闘{系?el切らか吃するため;;j，くの諸貰験tr::行

った。
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費鞍 VI. 土壌浸出液と E五町ltiml'ln

生育との関係

宜験IにJljいたと!司一車[J成の火山次，壊土及

び

‘'.て各土壊浸i伊.[1，)渋究占主:{竹作q午;製したo此の各50ccを200cc

コルベンに分注レ市誌により殺菌後之(1:H. sati-

vum ~i糸片を接種して 260C ， 3週IlU後の菌体燥乾

重量を秤量:した(第8友)c又」日己浸出液に寒天2%

を添加lし， シャーレに千l周培養を行い， 260C 6日

培養せる後の菌叢直艇をと測定比岐した(第 7表¥0

吏に之守:土壊浸出液を引に濃縮し之!1:50瓦に示

した培養液の中無抵塩類のみの2倍濃度の液を同

fiE添加し， その 50ccを取り同様の液体培養或い

ぽ"j'-i回培養を行ってその各々の護育を比較した。

封照として前記合成培養・液~以って液体或いぽ平

副培養を行った。

第 7去の結果より土壌浸出寒天培養基上に於

ける 6 日後の~i糸殻育ぽ各匿に於て1t~をと認めると

とが出来や，克に土壌浸出液に ;n~機盟類のみ吉と添

加lしてもlTIi叢白fqiの増加H:t僅少で・あり，各匝のを

f:t殆んど認められなかった。又 2%Nt慨を添加す

るととにより封照直たる合成培養基上の菌叢¥][筏

と匹敵する大いさになったが各匝間の差ぽ同様額

若でない。又持日の愛育長橋力!1~三比較するも菌叢・

直f廷の損大卒に大差を認めf与なかった。唯菌叢外

親l全廃土或山Jまその合長:の多い浸出液匝にあって

空中菌糸が特に慌であった。

第7表 土壌浸III寒天培養某上に於ける H.sativumの溌育
(260C持養日数6日j

培養基組成 l 土壌 i受出 ir，主 土壌浸l:Hi夜+合成培養液持 l司右十2%lIT;糠

土壌混合比 pH 商叢 i在径 || pH oH 火山灰壌土
(mm) (mm) (mm) 

100 O 日6 534 5.6 日6.4 5.6 60.3 

75 25 5.6 53.9 5.6 584 5.6 62.1 

日o. 50 5.4 52.0 5.5 57.3 5.4 61.5 

25 75 5.5 日2.5 5.5 56.2 日4 62.4 

o 100 日.4 52.0 5.5 55.2 日.4 62.4 

合成:t=~:養主主τ 5.5 65.3 

第 8表 土壌i受sj液体培養上の H.sαtωu刑の王室育

土
火

100 

75 

50 

25 

O 

25 

50 

75 

o 100 

〕

日8 58 22 

5.7 5.6 25 

日8 日.7 40 

59 日B 39 

6.0 5.8 42 

合成培養液「ム I 67 い16

(26
0C培養日数20日)

5.4 6.0 

5.4 62 

5.4 62 

5.;4 6.7 

5.4 67 

焚 50頁に示したれT養液上り煎糖を除いたもの

" 
同右十2%:1官i糖

一一一主主ー養I浦でJi士一終r一n一H了一)日ー手ーI菌体重量
一一】

I 開 始 (mg) 

27 5.4 6.0 498 

25 5.4 6.1 672 

39 5.5 6.1 812 

51 56 6.7 740 

48 5.9 67 840 
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火山灰:壌土混合比

.費験 VII. 火山友及び壌土中

に於ける菌糸殻育

質験Iと同一構成の土壌を筏12cmの腰高シ

ャーレに 3:5cmの深さに充し，その各々の土壊保

水力の 80%に相世ずる恭時17J，をi主力¥1し， 常法に

従ってカ¥11虫殺菌せるものの中央に合成寒天培養基

土に護育せしめた H.sativU1仰の菌叢の小片をと接

種した。之を 260C10日間培養後，土壌表商に現

われた菌叢の最外総部に接して 18x48mm殺菌

がパーグラスをま居直に土壌中に静かに挿入し，そ

のまま20時間2GOCにゐく。後カパーグラスを取

り出し，小火焔i~'Cて固定し， Cottonblueで染色，

~~ì子表面に附着せる菌糸片教を教えた。シャーレ

5俳!についての平均値を第9表に示し，更に之を

税式的に第1岡にi品l示した。

此の結果より見て，火山次中にあって H.

sativum菌来の分布ぽ粗であるが，地中深く起草

延し，且つ又去一面及び土壌中の殻育ぽ誌かであるc

第9表火山灰及び壌土中に於ける

H. sαtivum:i窓糸量

0-1.6 19 30 33 57 89 

1.6-3.2 6 45 56 23 26 

3.2-4.8 F 26 44 12 33 

48-6.4 3 31 54 19 88 

6.4-8.0 15 60 31 29 

8.0-7.6 12 17 45 19 30 

9.6-11.2 F 17 62 18 26 

11.2-12.8 15 18 44 II 8 

12.8-14.4 16 45 30 II 5 

14.4-16.0 9 30 35 21 O 

16.0-.17.6 9 45 18 O O 

17.6-.19.2 6 23 9 O 。
19.2-20.8 2 18 O O O 

20.8-22目4 3 。 O O O 

22.4-240 2 。 O O 。
24.0-256 D O O O 

100:0 75:25 50:50、 25:7雪 0・100

n

v

A

U

 

土
壌
表
面
よ
り
の
深
さ

1fT干
m
 
m
 
第1園土壌中に於ける H.Bαti'官um

菌糸量

之に反し壌土中に中に生育せる菌糸fi"待iでるるが，

火山友によじして地中深〈迄蔓延する"fnたく，且っ

その護育謹度ぽ絞草である。而して此の雨土壌を

i見合せるものにあっては，その各々の間の漸1多的

主主傾向を示しているが，火山次:及び壊土254量混合

主嬢中に於けるYisI糸の桁度が全汎的(tC.最も大であ

る。

費験 VIII. 土壌中に置いた寒天
培養基ょの菌糸の設育

9cmペトリシャーレ中に殺菌せる 2%照明

jJl1)e11稲葉煎汁寒天培養基乞注入し国化後，その中

央に H.sativum fti糸片をこ接麗し，直ちにその上
を前貰験と同般の混合土壊?と lcmの!手さに覆っ

た。 260C5 日後寒天培養J~.及び土壌‘友而に於け

る菌糸の殻育航況を菌叢直;fS':の担、Il'~により比較し

た。その結果も貰!験 VII と同様火 ~U友土中 t乞於け

る菌糸の護育ぽ最もご連かであり， 5日後に 60mm

に注:したのに封し，壊土中に沿いた感天去商にあ

って菌設i主艇は 36mmに過ぎなかった。又火山

次長の低下に伴って苗設芭1SEほ部IÎ~戒した。而し

て壊土 100%匝以外は土壊表団に正i糸が現われ

て，その菌叢直fEぽ土壌下の寒天上['C於ける直径

と相蛍する大いさであったが，壌土 100% 匝ぽ~i

糸が地J~.迄現われなかった(第 10去1。之より土壌

中に存在し且つ蕗iの護育し仰る1f拠物J:xc於ける

H. sativu1仰の護育は，火山次或いはその令有主tの

大なる土壌に於けるもの程症かであり， ti~土中に

於ける護育ぽ最も絞蔓である事が認められる。但

し，各土壌匿に於ける土壌中の菌糸純度ぽ前貫験
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第 10表土壌中の寒天培養基上
に於ける菌の王室育

土壌混合比 |土壌中の寒天上に| 土壌表面に現わ
|於ける菌叢直径|れた菌叢直径

火山灰..壌 ↓ 
一一ー一一一←」一 {mm(mm)  

100 O 

75 25 

日0 50 

25 75 。100 

6つ.0

445 

43.9 

41.0 

36.4 

62.3 

44.9 

41.0 

408 

O 

に於ける如き顕著な差異を認め得なかった。又寒

天培養基上の菌糸密度についても同様であった。

小結

土壌の種類と H.sativum護育との聞係につ

いて行った以上の買験結果をと要約すると弐の如く

なる。壌土，或いは火山友の浸出液ぽ H.sativz仰

の柴養源としては不充分なものであり，且つそれ

令;を使用して行った比i院培養に於て菌議直{~，或

いは時間的主主菌糸の伸長速度には差を認める事ーは

困難で，~うる。但し寒天培養基上の菌叢栴度ぼ廃土

或いはその合有量の多い土壌浸出液匝に於てはた

でるり，此の里tifま泣/:l'，液乞以って行った液体晴義

差に於ける菌体重量からも雌認するととが出来る。

然し乍ら火山d<.或いは壊土及び、夫等の混合土壊中

に於ける菌の張育f~(之t1ßの浸出液に於けるとは呉

り，火山 ð<.中にあって}~î糸の生育I玄粗であるが議

官蓮度ば速かである。又火山友土中に泣いた!)}.7く

均養基去商に於ける菌糸の殻育ぽ故も誌かであ

る。壌土中にあってほ， Ni糸殻育速度ば綬蔓で
あるが，護育せる菌糸ば税で・あった。J![Jち之主主よ

り，供試土壌の物理的'Eと質が菌の護育漣度に闘聯

し，柴義的た要素が菌糸Wi度を増大せしめている
と考察され得る。

結論

3安委Ji1NiHi約々原菌 Helminthosρoriumsati-
vum l:t土I喪中に越冬し，寄主作物の琵芽と共に1¥可

動を開始L.，之に佼入?とする所出土壌立i的性質を

有ずるものであるか，或いは又土壊中に生存ナる

~'.!，主席1で，師、子去11IrÎに付着せる抱子，種子組織中

に潜在する菌糸等が第一次感染源、とたる所謂種子

停染性病原菌即ち，非土壌菌であるかについて

ば種々論議されている底である。 SANFORD(1931)， 

HENRY (1931)ぽ H.sativumが土壌中の微生物

によりJ古抗作用を受け易い事を観察してやる。又
ANWAR (1949)ぽ各種細菌類を H.sativz仰を接

種せる土壌にi見守るととにより I H. sativumに

よる萎類稚首裾枯病ぽ激減し，Fusarium liniに

よる亜麻立i~î病ぽ激少しないととろから ， H. sati-

VU1仰は Fus.liniの如き著しい土壌菌的性質を有

せすで・として居る。又他方 SIMMONDS，SALLANS及

び、 LIDINGHAM(1950) Iま庚く西 Canada各地の土

壌表溺及び刈株主と採集して，之等にH.sativum胞

子が生存し，且つ越冬して裂病源とたる事を観察

貰験している。原 (1940)ぽ北大植物園土壌を用い

H. sativum 胞子がその中にあって念症に護芽力

を消失して行く事.を観察した。火山友地帯(IT.於け

る裾枯病の多い原因は，その病原菌が他の土壊微

生物のJ古抗作用を受ける事が少なし土壌中に生

存し易いためであるか，或いは火:山友!の有ナる

各部:性質により寄主植物抵抗性の低下が起り裾枯

病が多く費生ずるので通うるか，更に叉此の雨者が

相伴って関聯しているかについてぽ興味遣うる問題

である。土壌生物，撃的要素に闘しでは別の研究に

ゆす、り， 本報F汗干に於てぽ接租誼1種f子子及び
‘ }悶!目jいて火山2次』え〈の物現的或いぼf化ヒ占謬寧2的性質がW拘rJ枯拍病病

殻杭病含に主z封tして女如如[日l何に作月川jしているか吉乞と知らんとし
て賓験を行つ7たζ。かかる寅験室に於ける結果を直

ちにIt¥i¥場に於ける病害白設生に適用するととは，既

往より屡々nJいられたととろであるが，土壌微生

物との閥聯を考慮に入れるとき甚だしい危険を伴

う。貫験Iに於ける火山1](土或いはその合有率の

高い土壌中に於ける裾枯病護生の多い原因を土壌

微生物の拾抗作用をと除外して考えると弐の如く説

明しf写るであろう。

火山友土壌中にあって，種子に付着せる H.

sativumは種子のを芝芽にl'ドい荷動を始めるが，そ

の生育は壌土中に於けるよりもー唐症かである

・(貰験VII)。又菌の褒芽並ぴに1't'長は，子葉鞘共の
他寄主組織表面上に於て速か，且つlEE勢でるると

とは就に報台したととろであり(栃内，宇井1949)，
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又火山次中に埋淡せられた培養基表岡上のihli糸の
護育ぽ壌土中:'1:於けるより良好且つ速かである

(寅験VIII)。即ち寅験 Iに於ける火山次土中に生

育した委主J:ífi~Wî の;ffl1Nî病縦約i[lil休数が雄主に於け

るよりも多いのvJ;， 病原菌の殻育が火山1J(中に生

育せる寄主表面に於てi庄勢であるためと;jき察され

る。 J!flち火山次主の物王m的性質が病原正iの出動'!i::
著しく促す結果，相:Ni病の護病が増)JIIずるのでる

る。此D際土壊中の菌に討する柴養源の中，無機種

類ぼさしたる影響を到えるZ拝なく，唯長素vJEぽ菌

糸精度;乞増加せしめると云う鼎lで，護病に影響ーが

ある如くである(寅験V，VII)。然し乍ら火山次土

壌は病原菌に封してのみでなく寄主抵抗性にも影

響をと興える事ぽ寅験 I~III に於ても認められると

とろであり，殊に1JtH点火山次の肥料~..~仏犬亡は寄

生の側に封ずる J影響ーが大きく，その抵抗性を著し

く低下せしめているが如くである。かかる肥料要

素扶亡による拘iC~î病増加は BROADFOOT ~rt; (1938) 

により行われた研究の結果と同一傾向であった。

又火山次の物1'Jl¥的性坑ーが寄主抵抗性に如何に閥係

ナるか左他の裂l主!より分離して寅験する事は困難

であるが，貰験I或いは寅験Vに於ける火山友匝

の;mih1î病:@病i[r.!fイえの中内部の薬科H主-~ì'D位入;乞蒙

って居るものが多いのによヒして壌土匝にあってな

かかる仙l体の著しく少友い12jぽ，火山次土壌の物

理的性質が寄主抵抗性低下に闘聯をと有する哀をと示

ナものであろうと忠われる。

摘要

1. 火山1:;(土及び、壌土或いは此の討す者を混合

せる土壌中に於ける Helminthosρoriumsativum 

による薬類稚11初~i;Jî病の殻生を比較した。

2. 火山次土或いはその含量の多い土壊程裾

おli病殻生は激しい。

3. 火山友土佐用いて砂耕せる委制に於て，

その砂耕液の養分が完全号、濃度引jするものから

漸攻濃度の減少に作い1'IliJ:rIi病費生ば増加する。

4. 石英砂羽均3蓄に於ても同様培養液濃度の
低下にwう殻病の士riJJIIが認められる。
5. 覆土を火山友土，底土をと壌土とせるもの

にあってぽ覆土壌土，底土火山友土とせるものに

於けるより初出Ii約殻生r.t著しい。
6. l~!刊!符~土域(1:ri:.)JIIすると初日iJi約殻生は増

加ナる。

I. 各土壊世11'，液をfIJいた土庁義Hj\.~f~に於て3

I表土ほI:l¥液lてあって生育在、j糸桁度広大であり，火

山次世IU液にあってぽ組であった。1Mi糸イ，[，長速度

比雨者共同一で・あった。

8. 火山次土中に於ける菌糸1'"長ぽ速かであ
るがその生育量ば少ない。

9. 火山次中に沿いた~1~7く土庁養基長国で'1ïì糸

は最も速かに生育ナる。

10. 火山次土壌に如何i病殻生の多いのは似¥:試

火山友の肥料要素ο依亡と，火山2よかいに於ける或
いぽそれに生育ずるi君主上の病原菌のを芝育が速

かで、あり且つi正勢紅型ltiが闘係していると推察され

る。
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Resume 

The volcanic ash soil regions are found mainly on the south side of the eastern parts of 

Hokkaido along the Pacific coast. In these regions the foot rot disease of cereal seedlings 

caused by Helmintho中oriumsativum is prevalent. The writers undertook to clear up the 
factors influencing the occurrence of the foot rot in those regions and have carried out a 

series of investigョtions0'1 the dis己ase. The present report is concerned with the results of 
seed inoculation experiments and cultural studies of the fungus. 

The ino::ul在teds巴edsof wheat and naked barley were sown in pots filled with voIcanic 
sandy s:Jil， loamy soil and mixtures of them. '1‘he occurrence of foot rot was the most pre-
valent in pure volcanic sandy soil and decreased in accordance with dim.inishing ratio of vol-
canic sandy soil to loamy soil. An equal tendency was observed concerning the occurrence 

of sverely affected seedlings in reIation to the soil characters. In the s巴edinocuItion ex-
periments carri巴dout in the sand-culture using volcanic sand and silica sand with synthetic 

nutrient solution， the occurrence of the disease was diininished by increasing the concentra-
tion of added nutrient soIution. 

When the ino::ulated seeds were sown on the surfelce of loamy soil in pots and covered 

with voIcanic s旦ndysoil， the fungus attacked the seedlings far more vioIentIy than when they 
were covered with loamy soil. 

The mycelial development of H. sativum in the extracted solution of voIcanic sandy sic>l， 
loamy soil and mixtures of them， was compared.. From these comparisons it was found that 
growth rate was almost equal in every extraction， i.e. the diameter of the colonies of the 
fungus were equal， but the growth oI the mycelium estimated by the dry weight thereof， 
became gradually better according to the decrease of Ioamy soil. The fungus on the potato 

sucrose agar medium， covered with the sorts of soil under study， was the most favourable 

under volcanic sandy soil， and gradually diminished with the increase of loamy soil. 
From these investigations and those conducted formerly py the present writers， it was 
cO::1cluded th旦tthe pO:Jr fertility of volcanic sandy soil increases foot rot， and the character 
of the s:Jil prom')tes the growth of pathogens both on the host and in the soil， so the foot 
rot of cereals is more prevalent in volcanic sandy soil than in loamy soil. 


